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ご使用いただく前に
　このたびは、弊社の製品をお買い上げいただき誠にあ
りがとうございます。本器をご使用いただく前に、下記
事項をご確認下さい。

■梱包内容を確認して下さい
・テレメータユニット ................................................1台

■形式を確認して下さい
　お手元の製品がご注文された形式かどうか、スペック
表示で形式と仕様を確認して下さい。

■取扱説明書の記載内容について
　本取扱説明書は本器の取扱い方法、外部結線および簡
単な保守方法について記載したものです。

テレメータ

取扱説明書
	 Po	16点	＋	Ao	16点

テレメータユニット
形 式

DLS － U1

ご注意事項
●供給電源
・許容電圧範囲、電源周波数、消費電力、消費電流 
スペック表示で定格電圧をご確認下さい。
	 交流電源：定格電圧 85～132 V AC の場合 

85 ～ 132 V AC、47 ～ 66 Hz、 
約 17.5 VA（MAX） 
定格電圧 170～264 V AC の場合 
170～264 V AC、47 ～ 66 Hz、 
約 17.5 VA（MAX）

	 直流電源：定格電圧 12 V DC の場合 
12 V DC ± 10 %、 
約 17 W（MAX） 
定格電圧 24 V DC の場合 
24 V DC ± 10 %、 
約 17 W（MAX）、約 1.1 A

●設置について
・屋内でご使用下さい。
・塵埃、金属粉などの多いところでは、防塵設計のきょ
う体に収納し、放熱対策を施して下さい。

・振動、衝撃は故障の原因となることがあるため極力避
けて下さい。

・周囲温度が -5～ +50℃を超えるような場所、周囲湿度
が 30～ 95 % RHを超えるような場所や結露するよう
な場所でのご使用は、寿命・動作に影響しますので避
けて下さい。
●配線について
・配線（電源線、通信線）は、ノイズ発生源（リレー駆動線、
高周波ラインなど）の近くに設置しないで下さい。

・ノイズが重畳している配線と共に結束したり、同一ダ
クト内に収納することは避けて下さい。
●その他
・本器は電源投入と同時に動作しますが、すべての性能
を満足するには 10分の通電が必要です。
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前面パネル図

SA1

SA2

電源表示ランプ

RUN 表示ランプ

ステーション番号
設定用ロータリ SW

1
2
3
4
5
6
7
8

ON OFF

通信速度

ストップビット長
データビット長

パリティビット

パリティチェックの有無

14

25

1

13

●ディップスイッチの設定

Dサブコネクタ
ピン番号

・RS-232-C 接続例

FG
SD
RD
RS
CS
DR
SG
CD
ER

本体側
コネクタ

FG
SD
RD
RS
CS
DR
SG
CD
ER

モデム

RS-232-C コネクタ

1
2
3
4
5
6
7
8
20

1
2
3
4
5
6
7
8
20

ディップスイッチ※1

下
図
参
照

下
図
参
照

下
図
参
照

上図のようなストレートケーブルを使用して下さい。

※1、対応モデム：／A1□の場合には付きません。

SA1

SA2

9
8
7
6
5
4

3
2
1

コネクタ形
ユーロ端子台

コネクタ形
ユーロ端子台

コネクタ形
ユーロ端子台

ショートチップ ショートチップ

●より対線－光ファイバ用

40極コネクタ形端子台

5
4

3
2
1

光ファイバ用
コネクタ

光ファイバ用
コネクタ

光ファイバ用
コネクタ

●光ファイバ用

9
8
7
6
5
4

3
2
1

●より対線用

2
4
6
8
10
12
14
16
18
20
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24
26
28
30
32
34
36
38
40

1
3
5
7
9
11
13
15
17
19
21
23
25
27
29
31
33
35
37
39

多
重
伝
送
部
・
電
源
部

　
　
　
　
　

（
左
図
を
ご
覧
下
さ
い
）

プ
ロ
セ
ス
入
出
力
部
（
右
図
を
ご
覧
下
さ
い
）

モジュラジャック

出力用CPU
RUN表示ランプ

パルス出力表示ランプ

スイッチ
番号

通信速度（bps）
300 600 1200 2400 4800 9600

1 OFF OFF OFF OFF ON ON
2 OFF OFF ON ON OFF OFF
3 OFF ON OFF ON OFF ON

スイッチ番号 7ビット 8ビット
4 OFF ON

スイッチ番号 1 1.5 2
5 OFF ON ON
6 ON OFF ON

スイッチ番号 奇数 偶数
7 OFF ON

スイッチ番号 なし あり
8 OFF ON

対応モデム
／ M3□、／ M4 □、／ M5 □、／ M6 □のディップ
スイッチ設定
□には A または B が入ります。

スイッチ
番号

対応モデム
／M3□ ／M4□ ／M5□ ／M6□

1 OFF OFF OFF OFF
2 ON OFF ON ON
3 OFF OFF OFF ON
4 ON ON ON ON
5 ON ON ON OFF
6 ON ON ON ON
7 OFF OFF OFF ON
8 OFF ON ON OFF

■多重伝送部・プロセス入出力部・出力表示ランプ部
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外形寸法図（単位：mm）

接　続
　各端子の接続は端子接続図を参考にして行って下さい。

30
0

3.5

53 200

170 

28

28
8

4－φ4 側面取付用穴（深さ53）
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●40極コネクタ形端子台
　端子番号図

40－M3 端子ねじ

7

2－M4 背面取付ねじ（長さ7）

52以上
※1

※1、弊社製モデムに付属されるケーブルの寸法です。

（図A－1） （図A－2）

■コネクタ形ユーロ端子台　端子番号図

9
8
7
6
5
4

3
2
1

※1

※1、光ファイバ用（多重伝送部 形式コード：2）のとき⑥～⑨端子はありません。

 推奨棒端子
 フエニックス・コンタクト製
（AI 1.5－8BK）
 より線サイズ：1.25mm2

　
単線サイズ：1.4φ

マイナス
ドライバ

被覆むき代
8

コネクタ形ユーロ端子台の接続
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端子接続図

出力部端子接続図
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Ao 5
Ao 4
Ao 3
Ao 2
Ao 1

Ao 10
Ao 9
Ao 8
Ao 7
Ao 6

Ao 15
Ao 14
Ao 13
Ao 12
Ao 11

COM1（－）
COM1（－）

Ao 16

Po 5
Po 4
Po 3
Po 2
Po 1

COM2（－）
CLAMP1
Po 8
Po 7
Po 6

Po 13
Po 12
Po 11
Po 10
Po 9

COM2（－）
CLAMP2
Po 16
Po 15
Po 14

COM1（－）
COM1（－）

6

7

8

9＋

－

接地（FG） 接地（FG） 接地（FG）

RUN 接点出力

2

1

5

4

3

終端時短絡※1 終端時短絡※1

■より対線用
（多重伝送部形式コード：1）

2

1

5

4

3

6

7
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9＋

－

2

1

5

4

3

■より対線－光ファイバ用
（多重伝送部形式コード：7）

光ファイバ用
コネクタ

光ファイバ用
コネクタ

光ファイバ用
コネクタ光ファイバ

光ファイバ

D-SUB
コネクタ

D-SUB
コネクタ

RS-232-C RS-232-CD-SUB
コネクタ

RS-232-C

■光ファイバ用
（多重伝送部形式コード：2）

シールド付より対線 シールド付より対線

※1、より対線の伝送ラインが終端の場合は（＝渡り配線がない場合）、端子6、7間を付属のショートチップ（または配線）で
短絡して下さい。
ユニットが伝送ラインの途中に配線されているときは、端子6、7間のショートチップをはずして下さい。

U（＋）

V（－）
供給電源

U（＋）

V（－）
供給電源

U（＋）

V（－）
供給電源

伝送ライン 伝送ライン

RUN 接点出力 RUN 接点出力

取付寸法図

5555

28
8

取付ねじ 2－M43.5

■本体直付けの場合

■側面取付の場合（端子台右側のとき）

170

4－M4

28
8

　
配線スペース95mm以上
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●モデムとの接続
RS-232-Cは、ストレートケーブルを使用して下さい。

●モデムどうしの接続
2 線式に設定して下さい。

●電源との接続
DLS－□ U1は、U（＋）、V（－）端子に電源を接続して
下さい。

●伝送路との接続（より対線）
① 0.9 φ以上のより対線を使用して下さい。
② LINE端子に双方の局の＋どうし、および－どうしを
接続して下さい。

③より対線は、ノイズによる通信障害を防止するため、
動力線ピット（ラック）とは分けて、計装用ケーブル
ピット（ラック）に収納して下さい。

●伝送路との接続（光ファイバケーブル）
①光ファイバケーブルは、ファイバリンクモジュールの
端子に接続して下さい。

②光ファイバケーブルを曲げるときは、十分な半径を
取って曲げて下さい。

③その他布設に際しては、使用ケーブルメーカの取扱説
明書に従い十分注意して行って下さい。

●コネクタ形ユーロ端子台の使用方法
電源・伝送路（より対線使用時）・RUN接点出力は全てコ
ネクタ形ユーロ端子台を用いて接続します。
コネクタ形ユーロ端子台はプラグ式コネクタ構造で、プ
ラグはコネクタから取外せます。ケーブルはプラグのね
じ留めにより結線します。接続に用いるケーブルは撚線
の場合は棒端子付を、単線の場合には 1.4 φまでのも
のをお使い下さい。撚線をお使いの場合、芯線を半田付
けしないで下さい。
コネクタ形ユーロ端子台の接続は、接続の項の「コネク
タ形ユーロ端子台　端子番号図」をご参照下さい。

終端抵抗
より対線の伝送路には、終端部に伝送波形の反射を防ぐ
ために、終端抵抗が必要です。
終端抵抗は各々の DATA・Mに内蔵されています。
出荷時には外部終端抵抗端子のショートチップにより、
終端抵抗が接続された状態になっています。
システムにより 3局以上の場合には、伝送路の両終端は
終端抵抗付（ショートチップあり）とし、それ以外の中間
に位置する局の終端抵抗は必要ありませんのでショート
チップを取外して下さい。

アドレス設定
SA1と SA2のディップ形ロータリスイッチで 00 H ～
FF Hまでのアドレスが設定できます。
入力ユニットと出力ユニットの番号を一致させて下さ
い。出力専用ユニットは、同じアドレスの入力専用ユニッ
ト 1台に対して複数台使用できます。

点　検
①端子接続図に従って結線がされていますか。 
伝送ケーブルや電源電圧の極性は、端子接続図の通り
になっていますか。

②アドレス設定は正しく行われていますか。
③終端抵抗のショートチップは、正しい位置に接続され
ていますか。

④電圧出力信号は正常ですか。
出力端子（No.1～ 16）とコモン（No.17～ 20）間の
電圧を測定して下さい。
なお、負荷抵抗が 10 kΩ以上になっていることを確
認して下さい。

⑤パルス出力信号は正常ですか。
負荷が 30 V DC／ 100 mA以下であることを確認し
て下さい。

雷対策
　雷による誘導サージ対策のため弊社では、電子機器専
用避雷器＜エム・レスタシリーズ＞をご用意致しており
ます。併せてご利用下さい。

保　証
　本器は、厳密な社内検査を経て出荷されておりますが、
万一製造上の不備による故障、または輸送中の事故、出
荷後 3年以内正常な使用状態における故障の際は、ご返
送いただければ交換品を発送します。


